
チロシンは食事に含まれるアミノ酸のひとつで、通常、体の中でさまざまな
酵素によって分解され、最終的に代謝されます。
高チロシン血症Ⅰ型では、先天的にチロシンを分解する酵素のひとつが
ないため、細胞内に悪影響を及ぼす代謝物が溜まり、肝障害や腎尿細管
障害などが起こります。
オーファディンは、細胞に悪影響を及ぼす代謝物を減らす効果があります。

オーファディンを
服用される患者さんと
そのご家族へ
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※監修者の所属・役職は2025年6月作成時のものです。



オーファディンの保管について
●　お薬はボトルのまま冷蔵庫にて
保存してください。

●　凍結にご注意ください。

医師の指示によりカプセルから中身を取り出して服用する場合の注意点
●　カプセルから中身を取り出したらすぐに服用してください。
（中身を取り出した後の安定性は確認されていません）

必要なものを用意します1

●　このお薬は体重1kgあたり1mgを1日2回に分けて服用します。
●医師・薬剤師より指示された数のカプセルを服用してください。
●　患者さんの状態によってはお薬の用量を増減することがあります。

オーファディンの服用方法

カプセルから中身を取り出して服用する方法

●　カプセルの中身を取り出す
作業場所（テーブルなど）を
確保します。

●　清潔かつ平らなテーブルなどの
上に小さな皿や容器を
用意します。

●　冷蔵庫からボトルを取り出します。
●　石けんで両手をよく洗い、
清潔な乾いたタオルやペーパータオルで
水気を拭き取ります。

※カプセルの服用が困難な場合には医師に相談してください。



●　医師・薬剤師より
指示された数の
カプセルを
取り出します。

●　そのまま服用が可能な場合は、
できるだけそのまま服用してください。

●　そのまま服用が困難な場合は、
少量の水などに混ぜて
服用してください。

●　お薬のボトルはキャップをしっかり閉め、
また冷蔵庫で保管してください。

お薬を準備します

お薬（カプセルの中身）を服用します3

2

後片づけをします4

カプセルから中身を取り出し
たらすぐに服用してください。

●　カプセルをはずし、
中のお薬を容器に
入れます。

パチン!



服用中のご注意

施設名

医師名

次のような症状がみられた場合は、
速やかに医師に相談してください。

●　目の症状
目のかすみ、充血、異物感、まぶしさ、目の痛み、まぶたのかゆみ

女性の方へ
●　妊婦または妊娠している可能性がある方は医師に相談してください。 
ヒトでのリスクは不明ですが、このお薬の動物試験で、催奇形性（胎児に奇形を生じる可能性）
があったとの報告があります。 

●　皮膚の症状
全身の発赤、紅い発疹、かゆみ、かさぶた、発熱
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